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本測定実験の主な目的は、電力線搬送通信（以下、ＰＬＣ
と略）が及ぼす漏洩電界のレベルが周辺雑音のレベル以下
であるか否かを実証するために、わが国の平均的な住宅地
域、木造２階建て住宅を対象に行うことにある。

１．ＰＬＣからの漏洩電界測定実験の目的



←電界強度計測器の調整

CISPR

アンリツ製、
M-262E形

測定値の下限値は
１６dBuV/m(平均値）

２．ＰＬＣ漏洩電界測定の方法

ＰＬＣがもたらす漏洩電界を以下のアンリツ製の
電界強度計により測定した。但し測定値は平均値。

●測定値の種類（尖頭、準尖頭、平均値）そ相互の関係

平均値 ＋10 ｄＢ＝準尖頭値

平均値 ＋14 ｄＢ＝尖頭値

準尖頭値＋ 4ｄＢ＝尖頭値



電界強度計測器の校正証明書





３．ＰＬＣ漏洩電界測定調査の前提・条件
３－１ 神奈川県三浦市における測定実験

①測定年月日：
2007年9月16日（日）午前10時～12時22日

②測定場所：
神奈川県三浦市小網代

③測定実施者：
草野利一、岩倉 襄、松嶋 智

④天気：
好天

⑤対象ＰＬＣ：
・パナソニックコミュニケーションズ株式会社製

ＢＬ－ＰＡ１００、指定番号ＨＴー０６００１号

・ロジテック株式会社製

ＬＰＬ－ＴＸ，第ＡＴ－０７００６号

・光ネットワークス株式会社製
ＣＮＣ－１０００，第ＣＴ－０７００８号 CISPR



⑥測定周波数：
4.630MHz （緊急通信周波数

7MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
10MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
14MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
18MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
21MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
24MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）光ネットは除外
28MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）光ネットは除外

上記以外として各周波数における周辺雑音

⑦測定対象地域：
住宅地域（別図、写真参照）

⑧測定対象家屋：
木造２階住宅（別図参照）

⑨測定地点数：
２点（別図参照）

⑩測定内容：
漏洩電界の絶対値(測定結果は平均値で表示） CISPR



⑪測定機器（別途参照） ：

アンリツ製の電界強度計。携帯用精密測定機器。
校正及びキャリブレーションを実施して使用。

⑫測定周波数特性と誤差：
ー６ｄＢで８ｋＨｚ幅、最大誤差は±２ｄB

⑬測定方法：
２階にあるＡＤＳＬのルータを経由しＰＬＣの親機とノート
パソコンを接続、他方、１階にＰＬＣの子機を接続。そこに
ノートパソコンを接続し、両パソコン間でファイルを転送し、
その間、各機種、各周波数、各地点で漏洩電界の絶対値
を実測。

⑭測定周波数：
測定に際しては、当該周波数帯内に、無線局、放送局など
の信号が存在しないことを確認した上でＰＬＣからの漏洩
電界の強度測定を行っている。

⑮その他：
測定実験を地点別にデジカメで撮影 CISPR



ＰＬＣ設置位置及び測定地点の概略図
①１階 親機、２階子機
②場所：神奈川県三浦市小網代、木造２階建住宅
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ＰＬＣ電界強度実験の対象住宅（三浦市）

電界強度測定器を用いての実測（三浦市）



①測定年月日：
2007年9月22日（土）午後2時30分～5時30分

②測定場所：
千葉県成田市

③測定実施者：
青山貞一、草野利一

④天気：
好天

⑤対象ＰＬＣ：
・パナソニックコミュニケーションズ株式会社製

ＢＬ－ＰＡ１００、指定番号ＨＴー０６００１号

・ロジテック株式会社製

ＬＰＬ－ＴＸ，第ＡＴ－０７００６号

・光ネットワークス株式会社製
ＣＮＣ－１０００，第ＣＴ－０７００８号 CISPR

３－２ 千葉県成田市における測定実験



⑥測定周波数：
4.630MHz （緊急通信周波数

7MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
10MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
14MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
18MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
21MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）
24MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）光ネットは除外
28MHz近傍（但し、アマチュアバンド外）光ネットは除外

上記以外として各周波数における周辺雑音

⑦測定対象地域：
住宅地域（別図、写真参照）

⑧測定対象家屋：
木造２階住宅（別図参照）

⑨測定地点数：
３点（別図参照）

⑩測定内容：
漏洩電界の絶対値(測定結果は平均値で表示） CISPR



⑪測定機器（別途参照）：
アンリツ製の電界強度計。携帯用精密測定機器。
校正及びキャリブレーションを実施して使用。

⑫測定周波数特性と誤差：
ー６ｄＢで８ｋＨｚ幅、最大誤差は±２ｄB

⑬測定方法：
２台のノートパソコンを用い、うち一台のPCにＦＴＰサーバ、

もうひとつのＰＣにクライアントソフトを入れ、両者の間で
ファイルを転送し、その間、各機種、各周波数、各地点で
漏洩電界の絶対値を実測。

⑭測定周波数：
測定に際しては、当該周波数帯内に、無線局、放送局など
の信号が存在しないことを確認した上でＰＬＣからの漏洩
電界の強度測定を行っている。

⑮その他：
測定実験を地点別にデジカメで撮影 CISPR
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ＰＬＣ設置位置及び測定地点の概略図
①１階 親機、２階子機
②場所：千葉県成田市大栄、木造２階建住宅
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ＰＬＣ電界強度実験の対象住宅（成田市）

電界強度計測器を用いての実測（成田市）



４．ＰＬＣからの漏洩電界
の測定実験の結果



■漏洩電界の測定実験結果（パナソニック）
①測定場所：神奈川県三浦市
②測定年月日：2007年9月16日
③測定者：岩倉、草野、松嶋
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



■漏洩電界の測定実験結果（ロジテック）
①測定場所：神奈川県三浦市
②測定年月日：2007年9月16日
③測定者：岩倉、草野、松嶋
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



■漏洩電界の測定実験結果（光ネットワークス）
①測定場所：神奈川県三浦市
②測定年月日：2007年9月16日
③測定者：岩倉、草野、松嶋
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



■漏洩電界の測定実験結果（パナソニック）
①測定場所：千葉県成田市
②測定年月日：2007年9月22日
③測定者：青山貞一、草野利一
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



■漏洩電界の測定実験結果（ロジテック）
①測定場所：千葉県成田市
②測定年月日：2007年9月22日
③測定者：青山貞一、草野利一
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



■漏洩電界の測定実験結果（光ネットワークス）
①測定場所：千葉県成田市
②測定年月日：2007年9月22日
③測定者：青山貞一、草野利一
④測定値：平均値（右図参照）
⑤５ｍ→１０ｍ換算式：20log5/10=-6dB
⑥周辺雑音レベル：１５dBuV/m以下

CISPR（注）周辺雑音はいずれも１５dBuV/m以下で計測不能



５．ＰＬＣからの漏洩電界
測定結果の評価

CISPR



CISPR

５－１ 測定結果の評価（漏洩電界強度ｖｓ環境雑音）

（１） 評価の視点：ＰＬＣがもたらす漏洩電界のレベルが
周辺雑音レベル以下であること。

（２）評価の方法：測定結果（平均値、離隔１０ｍ）のうち、
ＰＬＣからの電界漏洩が周辺雑音より
高いケー スの全測定数（地点×測定周波

数） に対する数と割合（％）。
■神奈川県三浦市における実験の評価（超過数／全測定数）

①パナソニックコミュニケーションズ １／１２（ ８％）
②ロジテック １４／１４（１００％）
③光ネットワークス ７／１２（ ５８％）

■千葉県成田市における実験の評価（超過数／全測定数）
①パナソニックコミュニケーションズ ２／１８（ １１％）
②ロジテック １０／２１（ ４８％）
③光ネットワークス １５／１８（ ８３％）



CISPR

５－２測定結果の評価（漏洩電界強度ｖｓパソコン雑音）

（１） 評価の視点：ＰＬＣがもたらす漏洩電界のレベルが
パソコンなどの電子機器の雑音レベル

以下であること。
（２）評価の方法：測定結果（平均値、パソコンから２ｍ）

のうち、パソコンからの電界漏洩の
が周辺雑音より高いケー スの

全測定周波数に対する数と割合（％）。

■神奈川県三浦市における実験の評価（超過数／全測定数）
対象パソコン：Sony VAIO   note ０／６（ ０％）

■千葉県成田市における実験の評価（超過数／全測定数）
対象パソコン：Toshiba dinabook SS MX/190DR

０／７（ ０％）

但し、環境雑音レベルは１５dBuV/m一律としている。



CISPR

５－３測定結果の評価
家屋からの測定地点別の漏洩電界の強度

本測定実験では、木造２階家屋から５ｍ離れた

２～３の地点において漏洩電界の強度を測定した。

その結果、千葉県成田市の実験では、どのＰＬＣ
でもＡ地点の強度が他の地点（Ｂ，Ｃ地点）より漏洩
電界の強度が相対的に高いことが分かった。
これは屋内線がアンテナとして作用していること、

また電力線の屋内配線の形状や長さ、末端処理に
より、そこから発せられる漏洩電界の強度が受信点
で大きく異なることなることを意味するものと推認さ
れる。



６．ＰＬＣからの漏洩電界
測定結果の考察

CISPR



６－１ 評価結果の考察（漏洩電界強度ｖｓ環境雑音）

ＰＬＣからの漏洩電界は、住宅地域で木造家屋
より１０ｍ地点において、周辺雑音との対比で

神奈川県三浦市の実験の場合： ８～１００％
千葉県成田市の実験の場合 ：１１～８３％

と、機種により異なるものの、大幅に超過して
いるものがあることが分かった。

機種では、３機種のうちパナソニックの漏洩電界
の強度が低く、他の２機種はいずれも著しく高い
ことが分かった。

但し、今回の評価では周辺騒音は１５dBuV/m
一律としている。実際は1５dBより大幅に低いことが

想定されるので、上記の評価結果はかなりの
過小評価と推定される。



６－２測定結果の評価（漏洩電界強度ｖｓパソコン雑音）

パソコンからの漏洩電界は、住宅地域、木造

家屋内のパソコンより２ｍの点において、
パソコンをオン・オフさせ周辺雑音と対比した
その結果は

神奈川県三浦市の場合：０％
千葉県成田市の場合 ：０％

であり、ＰＬＣからの漏洩電界がパソコン
と同レベルという指摘は確認できなかった。


